
射撃部・学童袈洪投妹制限につ十て

全日本軟式野球連盟2倒雪年度版韓技音必携lう2卜「線路に閑す連盟特別噂則」

浸詫　巨共　2．少年許・学童群れ投球制限

投手勘跨球制限について汚い肘・肩釣障害防蚊を考慮仁　王持7イニング主でとする．ン

ただし　特別延長戦17‾き産前のイニングを投げ切■一才た投手に澤巨㍉！日最大9イニングまで投げる

ことができろ

なお∴学童誅3年生昆卜圭．もで了二は、　　一㌦‖‾宵轄’一・…‘

専　有鞍部・学童蕗の投手の投嫁制限については、上記鞄則都とお目、1日7イニングまでとし、特別

延長矧二限り、2イニングまで投げることができる‘

ギ三　間一投手は、1日7イニングまで投げる二鳥で掌る二

＊　特別延長戦に限i工1日2試合で2イニングまで投げることができる。

したがって、日計上土三三空と特別延長戦の2才＿モ王′才昼勤勲重り扱いとなる。

＊　特別延長戦に投げること封できる投手は、特別延長戦に入る直前に投げていた投手か、新たに

軽板する投手とする二

こき・以巨樹例示を参考にして千さい

桝示I

t1日一一試料跡軌釦

l �8��⊥3」ナ 迭�6 箸�

特別延長戦

l ���� �� 

寛恕したA投手が7回まで投げ、特別延長戦になったたれ8回・9回を轟緯して投げる二

上記、▲1投手♂）投球国籍ほ　　　　　　と特別延長戦　　　　　）

例示　2

Fi R一儀合の喝含享　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別延長戦

1 亶ﾂ�3 蜜��ﾋ����2�‡り ��R�8 祷��ﾎ����

盲 警 �� ��皇 妻 l 傲ﾒ�/��t ��l 　　き 　　き 

封白描亘．リリーでした首投手が7同室で葦雄＼鏑別種貴重主な■′コたた声、8回・日間を湛絹

て投げろ　　　け記、邑投手声投球回数は

樟一子　tき

‖日日二譲豆．註掛れ猟師

と孝招きj延長戦

指別宅打較

読二日r至言」・こ．√　勺甘辛たA投手－立．モ上げ巨言責∴耗毒守巨∴封掛十釆守雄か一　二；拒否ミニ

畏仁王　拷難遽虜瀦工一、　　　　　封可十両叶㌫賑－∴三貴‾一7

号滋∴　Å無手立轄御難‾，烏　　　　　　こて招‡‾五㌧幣



例示・4

≠1円二試合拇場合ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別延畏敬
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A投手が欝⊥酪倉目蹄5回かちりり鵬’号∴て回ほで捧げ∴緯一左　特別延長戦を重回投げた′

左投手は筍二終合計畑招新車上り一一す圭一‘て7担ほで投げ∴特別延長轍にな－二言こため8回だ汗

顔探して投げた

‖上記、A投手げノ投球回数は　　　　　　　特別延舞鶴　　　　　　阜

【注】A投手は第－－へ一試合日びう特別延長戦で王イニング捧げてお賢、かつ、筆二試合目釘韓別

延長戦でもlイニング投げているこ芦うで、ニ出目出兵投手は、特別延長戦において合計2イ

ニングを投げているので∴第二訣倉冒郎特別護良軽が射司に太れば投手交代　なる

例示　5

日日二試倉約場合き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別延長戦

l 　i �"�3　日 �.ﾒ�6 肪�8 ���ﾂ���
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第二試合日 �� 冕��wb� ����j����B� ��事 き l 

蒐牽した投手が7回まで投げ、特別延長轍になったた琉　新たな胃投手が登板し、特別延長

敏郎8回・9回を投げるジ

仁上記、A投手の投球回数は　　　　　　き

仁ヒ記、B投手の投球回数ほ　　　　　　と　縛別娃箆鞍　　　　　　苫

竜ヒ記、C投手離籍確固象は　抱かイニングと　特別延長覿　　　　　　～

【注】上記離場合、特別延長戦を投げたB投手は、第二試合∃にてイニング投げることができるが、

特別延長乾には投げられない

E注苫上記聖職合、軍　属含日に捧げたA投手は、第二談合日子特別延長輯済みに再登板すること

はできない㌧

●


